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1.1 下水道とは
Ⅰ 全国の下水道事業

（下水道法第一条）目的

この法律は、流域別下水道整備総合計画の策定に関する事項並びに公共下水

道、流域下水道及び都市下水路の設置その他の管理の基準等を定めて、下水

道の整備を図り、もつて都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あ

わせて公共用水域の水質の保全に資することを目的とする。

・下水道とは、雨水及び汚水を運

搬するために必要な施設とこれ

らを処理したり、河川や海に放

流したりするために必要な施設

の総体をいう。

汚水
（街を清潔にする）

下水道

雨水
（街を浸水から守る）

終末処理場
下水管

家庭汚水

ポンプ場

汚水管
雨水管

工場廃水 除害施設

汚水ます

雨水ます 河川

車道

歩道

汚水ます

❖ 下水道施設と目的
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画像参照元：https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/doboku/ryuge/notice/190131-onegaikodomo.html
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1.1 下水道とは
Ⅰ 全国の下水道事業

❖ 下水道の役割と種類 ・下水道施設の多くは、地下にあり

見えないが、川や海の環境を守り、

市民の安全や快適な生活を支えて

いる。

・家庭や工場から排水される汚水は、

下水道管やポンプ場を経由し、下

水処理場できれいになって放流し

ている。

・市街地の雨をすみやかに排除し、

街が浸水しないよう、素早く排水

し、街を浸水から守っている。

・下水道の種類には、市街地を中心

とした「公共下水道事業」や農漁

村部の集落を中心とした「集落排

水事業」等がある。

(宗像市では、｢公共下水道事業｣と
｢漁業集落排水処理施設事業」)

ポンプ場

下水処理場
河川

汚水管

山

海域
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1.2 全国の下水道事業の現状
Ⅰ 全国の下水道事業

❖ 下水道普及率と下水道事業予算の推移

（出典）下水道白書 日本の下水道

・下水道の普及は、全国で着実
に増加しており、令和2年度の
普及率は下水道で80.1％、汚水
処理全体で92.1％である。

・下水道事業予算は平成10年度
をピークに減少傾向にある。

・国は汚水処理の10年概成（令
和8年度）を目指し、区域や整
備手法等を見直している。

下水道事業予算の推移
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1.2 全国の下水道事業の現状
Ⅰ 全国の下水道事業

❖ 老朽化の進行

令和2年度 10年後 20年後

約2.5万km
（約5％）

約8.2万km
（約17％）

約19万km
（約39％）

布設後50年以上経過した
下水管の延長・割合

出典：国土交通省HP

・布設後50年を経過する下水道管は、令和2年度末で約2.5万㎞、20年後には
約19万㎞に増加する。

・処理場の機械や電気設備など更新が必要となるものが着実に増加する。
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1.2 全国の下水道事業の現状
Ⅰ 全国の下水道事業

❖ 厳しい経営環境

・下水道事業の経費回収率は、全国的に年々改善が図られているが100％以
上の団体は全国で3割弱程度（約516団体）である。

・小規模自治体ほど供用開始年数が短く、経営状態が厳しい傾向にある。

（出典）令和2年度地方公営企業年鑑（総務省）をもとに作成。
※公共下水道事業（特環、特公を含む）を対象としている。
※全国平均は未供用等を含んだ数字であり、各区分の合計値とは異なる。

（出典）地方公営企業年鑑（総務省）をもとに作成
※公共下水道事業（特環、特公を含む）を対象としている。
※平成26年度以降の経費回収率は、補助金等を財源とした償却資産に係る
減価償却費等を控除している。

※グラフ中、経費回収率100％以上の団体数の（）内の数字は、全事業数に
おける割合を示している。

1万人
未満

1万人以上
5万人未満

5万人以上
10万人未満

10万人以上
30万人未満

30万人
以上

政令指定
都市

全国
平均

各区分の
平均供用開始後

経過年数
24 31 40 49 57 65 30

74.7 62.4 69.6 62.9 70.0 71.4 69.5

227.7
114.1 79.8 70.8 67.1 56.4

164.0

166.8 154.4 139.9 133.2 135.7 135.6 157.3

74.3

91.0
96.8

101.7 100.4
106.2

84.1 

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
使
用
料
単
価
・
汚
水
処
理
原
価

経
費
回
収
率

汚泥処理原価（資本費） 汚泥処理原価（維持管理費）
使用料単価 経費回収率（％） （円/m3）

49
88

154

200

232

299

305

308

312

346

361

434

499

471

499

51639.0
47.1

58.3
64.0

66.7
70.7 70.3 72.372.7 74.375.9 79.4

82.782.6 82.7 84.1

0

100

200

300

400

500

600

700

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

事
業
数

経
費
回
収
率

経費回収率100％以上の事業数 単純平均

（7.6％）

（11.8％）

（15.2％）

（16.0％）

（15.8％）

（16.0％）

（17.7％）

（18.5％）

（22.2％）

（18.5％）

（22.2％）

（26.2％）

（24.8％）

（26.3％）

（27.2％）

（10.0％）

（％）



宗 像 市 下 水 道 事 業 運 営 審 議 会 資 料 10

Ⅱ 宗像市の下水道事業

2.1 沿革

2.2 施設整備状況

2.3 宗像市の現状

2.4 今後の課題
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2.1 沿革
Ⅲ 宗像市の下水道事業

年 主な事項

昭和40年 下水道事業計画立案、日の里団地を対象として事業着手

昭和45年

宗像終末処理場供用開始（標準活性汚泥法，処理能力：13,200㎥/日）

用山汚水中継ポンプ場供用開始

自由ヶ丘第２汚水中継ポンプ場供用開始

昭和59年 宗像終末処理場増設（標準活性汚泥法，処理能力：20,400㎥/日）

昭和60年 城西ヶ丘汚水中継ポンプ場供用開始

平成元年 下水道事業に地方公営企業法を適用

平成 4年 宗像終末処理場の高度処理事業に着手

平成 6年
冨地原汚水中継ポンプ場供用開始

宗像終末処理場改造，高度処理開始（統硝化促進型循環法，処理能力：11,300㎥/日）

平成10年 宗像終末処理場増設（硝化促進型循環法，処理能力：17,300㎥/日）

平成12年 宗像終末処理場増設（硝化促進型循環法，処理能力：23,300㎥/日）

平成15年 旧宗像市と旧玄海町が合併

平成17年 旧大島村と合併し、宗像市誕生

平成18年
神湊汚水中継ポンプ場供用開始

田島汚水中継ポンプ場供用開始

平成22年 宗像終末処理場増設（硝化促進型循環法，処理能力：32,500㎥/日）、全量高度処理となる

平成24年 宗像終末処理場増設（硝化促進型循環法，処理能力：41,700㎥/日）

平成26年 宗像終末処理場能力変更（処理能力：32,500㎥/日）

平成28年 消化ガス発電設備完成、発電開始

令和2年
鐘崎処理場のポンプ場化（公共下水道へ区域外処理開始）

漁業集落排水処理施設事業に地方公営企業法を適用し下水道事業会計へ会計統合
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2.2 施設整備状況
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 施設概要

事業名 種別 施設名称 能力 供用開始年度 経過年数

下水道
（汚水）

処理場 宗像終末処理場 32,500㎥/日 昭和45年 52年

汚水ポンプ場

第2中継ポンプ場（自由ヶ丘） 0.60㎥/分 昭和45年 52年

冨地原汚水中継ポンプ場 1.20㎥/分 平成5年 29年

用山汚水中継ポンプ場 0.25㎥/分 昭和45年 52年

城西ケ丘中継ポンプ場 0.60㎥/分 昭和59年 38年

神湊中継ポンプ場 1.80㎥/分 平成18年 16年

田島中継ポンプ場 2.20㎥/分 平成18年 16年

マンホールポンプ 宗像処理区 74箇所 - -

管路 汚水（幹線管きょ+枝線管きょ） 580km - -

下水道
（雨水）

雨水ポンプ場
栄町（沼川）雨水排水ポンプ場 - 昭和49年 48年

田熊（八並川）雨水排水ポンプ場 - 平成6年 28年

管路 雨水（幹線管きょ） 56km - -

漁業集落
排水

処理場

鐘崎下水処理場（ポンプ場） 2,560人 昭和59年 38年

豊岡下水処理場 300人 平成14年 20年

泊下水処理場 240人 平成14年 20年

大島下水処理場 1,170人 平成元年 33年

雨水ポンプ場 鐘崎（京泊）雨水排水ポンプ場 - - -
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（ポンプ場）

T
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30ha

T

T

豊岡処理区
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豊岡
下水処理場

泊
下水処理場

13

2.2 施設整備状況
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 汚水施設概要

生活排水処理状況（令和2年度末時点）

漁業集落排水
2,167人
2.2％

浄化槽
1,478人
1.5％

その他
143人
0.1％

公共下水道
93,202人
96.1％
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2.2 施設整備状況
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 汚水施設概要

・供用開始：昭和45年8月

・処理方式：硝化促進型循環法（ペガサス）等

・処理能力：32,500㎥/日

・水処理施設は耐震基準を満たしていない
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2.2 施設整備状況
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 雨水施設概要

15

排水区名
面積
（ha）

排水区名
面積
（ha）

東郷 575 江口第１ 20 

ひかりヶ丘 152 江口第２ 13 

赤間東 201 木原 32 

赤間西 266 桜町 40 

自由ヶ丘東 155 池田 33 

自由ヶ丘西 206 吉田 10 

朝町 491 神湊第１ 18 

陵厳寺 168 神湊第２ 13 

冨地原 140 井牟田 5 

吉武 90 浜久保 13 

大井 13 牟田尻 22 

鐘崎 9 深田 13 

上八 23 田島 12 

瀬戸 21 多禮 5 

田野 2 

合 計 2,759 

2,759ha

※端数整理の影響により、合計値と不一致
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2.2 施設整備状況
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 管路の総延長

・当初、建設された管
路は、法定耐用年数
50年を迎えており、
今後も増加する。

本市が管理している下水道管路（汚水管）

約580km（令和3年度末）

❖ 管路（汚水）整備の推移

法定耐用年数
50年超
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 人口、普及状況および将来人口

（1）人口および普及状況の推移 （2）将来行政人口

・本市の下水道普及率は、整備
に伴い年々上昇。現在99.4％。

・水洗化率は、現在99.0％。

・「将来展望人口」では令和７
年度をピークに緩やかに人口
減少がすすむ予想。
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 処理水量および有収水量の推移

・年々有収水量は増加 *（有収率：有収水量/処理水量）

・有収率*は、概ね８５％となっている（Ｒ２年度84.3%、Ｒ３年度85.0%）。

（宗像市事業計画書では、地下水量原単位１５％としており８５％は計画どおり）

（参考：令和元年：福津市82.5%、古賀市78.7%、春日市90.9%、飯塚市84.3%）
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 県内公共下水道事業の家庭用使用料（20ｍ3当たり）

・下水道料金の県内比較では、県内の平均値が３,３２７円に対し、宗像市
は３,１３０円で、やや下回っている状況。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

築
上
町

朝
倉
市

小
竹
町

大
牟
田
市

大
川
市

筑
後
市

広
川
町

八
女
市

筑
前
町

宮
若
市

み
や
ま
市

み
や
こ
町

糸
島
市

小
郡
市

直
方
市

行
橋
市

苅
田
町

水
巻
町

大
刀
洗
町

柳
川
市

那
珂
川
市

遠
賀
町

芦
屋
町

筑
紫
野
市

豊
前
市

新
宮
町

福
津
市

宇
美
町

吉
富
町

春
日
市

岡
垣
町

宗
像
市

中
間
市

久
留
米
市

太
宰
府
市

飯
塚
市

久
山
町

鞍
手
町

古
賀
市

篠
栗
町

大
野
城
市

須
恵
町

粕
屋
町

志
免
町

福
岡
市

北
九
州
市

福岡県平均値 3,327円

宗
像
市

3,130円

（円/月）



宗 像 市 下 水 道 事 業 運 営 審 議 会 資 料 20

2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ ストックマネジメント計画

（1）ストックマネジメント計画導入

平
準
化

（2）予算平準化のイメージ

・下水道施設を財源等の制約のもと適切に管理していくために、中長期的な
視点で下水道事業全体の今後の老朽化の進展状況を捉えて、優先順位をつ
けながら施設の改築を進めるため、ストックマネジメントの導入を行った。

・長期予測を踏まえ、改築更新費の平準化を図る。
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宗像市 類似団体 全国平均（％）

年度 H28 H29 H30 R1 R2
宗像市 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
類似団体 15.65 13.55 9.06 7.42 4.72
全国平均 4.38 4.27 3.28 3.09 3.64

年度 H28 H29 H30 R1 R2
宗像市 118.39 120.20 121.85 120.12 120.64
類似団体 109.27 108.03 106.90 106.99 107.85
全国平均 108.57 108.80 108.69 108.07 106.67

（1）経営の健全性について
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 経営状況の分析（経営比較分析表）

① 使用料収入や一般会計からの繰入

金等の収益で、維持管理費や支払
利息等の費用をどの程度賄えてい
るかを表す指標で、高いほどよい。

【宗像市は平均以上】

② 営業収支に対する累積欠損金の状
況を表す指標で、低い方がよい。

【宗像市は欠損金０％】

①経常収支比率（％） ②累積欠損比率（％）
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年度 H28 H29 H30 R1 R2

宗像市 109.96 119.34 126.94 138.18 155.69

類似団体 77.94 78.45 76.31 68.16 67.93

全国平均 59.95 66.41 69.49 69.54 67.52
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 経営状況の分析（経営比較分析表）

③ 短期的な債務に対する支払能力を
表す指標で、高い方がよい。

【宗像市は平均より高い】

④使用料収入に対する企業債残高の

割合であり、企業債残高の規模
を表す指標で、低い方がよい。

【宗像市は平均より低い】

③流動比率（％） ④企業債残高対事業規模比率（％）

（1）経営の健全性について

年度 H28 H29 H30 R1 R2

宗像市 696.10 642.54 600.79 570.69 541.53

類似団体 774.99 799.41 820.36 847.44 857.88

全国平均 728.30 707.33 682.78 682.51 705.21
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（2）経営の効率性について

年度 H28 H29 H30 R1 R2
宗像市 162.37 155.46 153.56 156.59 155.25
類似団体 161.54 162.81 163.20 159.78 159.49
全国平均 137.82 136.39 136.86 136.15 134.52
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 経営状況の分析（経営比較分析表）

①使用料で回収すべき経費をどの程

度使用料収入で賄えているかを
表す指標で、高い方がよい。

【宗像市は平均より高い】

② 有収水量 １m³当たりの汚水処理に
要した費用であり、汚水資本費・汚
水維持管理費の両方を含めた汚水
処理に係るコストを表す指標で、
低い方がよい。

【宗像市は平均より高く類似団体より安い】

①経費回収率（％）

②汚水処理原価（円）

年度 H28 H29 H30 R1 R2

宗像市 100.62 105.20 106.69 104.74 104.98

類似団体 96.57 96.54 95.40 94.69 94.97

全国平均 100.04 101.26 100.91 100.34 98.96
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（2）経営の効率性について

年度 H28 H29 H30 R1 R2
宗像市 86.69 85.54 83.17 84.36 85.66
類似団体 64.67 64.96 65.04 68.31 65.28
全国平均 60.09 60.13 58.98 59.64 59.5788.00
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宗像市 類似団体 全国平均（％）

年度 H28 H29 H30 R1 R2
宗像市 98.87 98.89 98.85 98.84 98.99
類似団体 91.76 92.30 92.55 92.62 92.72
全国平均 94.90 95.06 95.20 95.35 95.57
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 経営状況の分析（経営比較分析表）

④ 施設・設備が一日に対応可能な処

理能力に対する、一日平均処理
水量の割合であり、施設の利用
状況や適正規模を判断する指標
で、低い場合は投資が過大で、
高い場合は安定的な処理に問題
を残していると判断される。

【宗像市は平均より利用率は高い】

③ 現在処理区域内人口のうち、実際

に水洗便所を設置して汚水処理し
ている人口の割合を表す指標で、
高いほどよい。

【宗像市は平均より水洗化率が高い】

③水洗化率（％）

④施設利用率（％）
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2.3 宗像市の現状
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 経営状況の分析（経営比較分析表）

（3）老朽化の状況について

①有形固定資産のうち償却対象

資産の減価償却がどの程度
進んでいるかを表す指標
で、低い方がよい。

【宗像市は減価償却率が高
く、老朽化が進んでいる】

①有形固定資産減価償却率（％）

年度 H28 H29 H30 R1 R2

宗像市 44.48 46.74 48.49 49.72 51.75

類似団体 26.63 25.61 26.13 26.36 23.79

全国平均 37.36 38.13 38.60 38.57 36.52
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2.4 今後の課題
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 下水道を取り巻く状況

施設の老朽化
広域化・

共同化の推進
人口減少

（使用料収入の減少）

浸水・地震・
津波等の懸念

職員の減少
技術力の低下

公共用水域に関する
地域住民等の
ニーズの変化

・下水道を取り巻く状況に効率的に対応していくため、本市で
は、老朽化した宗像終末処理場の改築更新対策を講じる。

・スケールメリットを生かし、効率的な管理を行うため、広域
化・共同化の推進を行う。

・事業に必要な財政面の視点から、経営戦略を策定する。
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2.4 今後の課題
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 取り組むべき課題の整理

・ライフラインである下水道施設が、老朽化による故障・破損等により停止
すれば、市民生活に重大な影響を及ぼすことになる。施設の更新には、多
額の費用が必要となるため、今後の更新をどのように行うか、方針を定
める必要がある。

・更新にあたっては、「予防保全型」の維持管理を実施し、ストックマネジ
メント計画に基づき、計画的に施設の整備･更新を進めていく計画として
いるが、第１系統の土木構造物が耐用年数の50年を既に経過しており、
抜本的な対策を図る必要がある。

・宗像終末処理場の改築更新は、ストックマネジメント計画を図っても多
額の費用を要する。そのため、昨今の社会情勢等を踏まえ、エネルギー
消費量を減らしつつエネルギー自給率の高い処理場へと全面的にリニュー
アルする構想を考える必要がある。

（1）施設の老朽化
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2.4 今後の課題
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 取り組むべき課題の整理

・国は都道府県に対し、平成30年1月に4省連名（国土交通省・総務省・農
林水産省・環境省）による「広域化・共同化計画」の策定を要請してお
り、本市としても連携して取り組んでいく必要がある。

・漁業集落排水の一部（岬地区）の公共下水道事業への統合を検討し、事業
の更なる効率化を検討する必要がある。

（2）広域化・共同化の促進

（3）人口減少（使用料収入の減少）

・人口減少等による使用料収入の減少、施設老朽化に伴う更新需要の増加に
よる経営環境悪化の可能性がある。

・経営戦略を策定し、今後の経営的課題と対策を考える必要がある。
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2.4 今後の課題
Ⅱ 宗像市の下水道事業

❖ 取り組むべき施策

（1）下水道基本構想の見直し

（2）ストックマネジメント基本計画の見直し

（3）経営戦略の策定

（4）宗像終末処理場の改築更新の方向性

（5）下水道処理区域の変更等
・漁業集落排水処理施設区の一部（岬地区）の公共下水道への事業統合の検討

・漁業集落排水処理施設の改築更新の検討（地島）

・処理場が老朽化してきており、改築更新と耐震化対策を講じていく必要が
あるため、その手法について検討が必要

・事業の安定的な運営のため、持続的な経営計画：「投資・財政計画」の検
討が必要

・長期的な視点での下水道施設管理の最適化が必要

・事業の目的及び目標の再設定
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Ⅲ 下水道事業運営審議会

3.1 下水道事業について

3.2 基本構想（ビジョン）の位置づけ

3.3 下水道事業運営審議会
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基本構想、全体計画、経営戦略の見直しを進めており、20年
後を想定した基本構想と経営戦略について方向性を定める。

31

3.1 下水道事業について
Ⅲ 下水道事業運営審議会

❖ 下水道事業の構成と計画期間

ストックマネジメント計画

全体計画

実施計画

事業計画

(認可)

基本構想

(ビジョン)
基本計画

基本構想
(20年後を想定)

長期計画
(10～20年)

中期計画
(5～7年)

短期計画
(3～5年)

事業目的及び
目標の設定

事業内容・
規模の決定

事業の平準化・事業の平準化・
適正化

事業の執行

整合
経営戦略
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3.1 下水道事業について
Ⅲ 下水道事業運営審議会

❖ 基本構想（ビジョン）

❖ 全体計画

・公共下水道事業だけでなく、漁業集落排水処理施設事業等の汚水処理事業
全般に係る長期的な方針・目標等を示すものである。

・全体計画においては、基本構想で定めた施設整備方針等に基づき、人口や
計画汚水量を設定し、幹線管渠、ポンプ場及び処理場等の根幹的施設につ
いて、能力評価や必要に応じて施設計画等を行うことが求められる。

❖ 経営戦略
・経営戦略は、将来にわたってサービスの提供を安定的に継続することが可
能となることを目的とした中長期的な経営の基本計画である。
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3.1 下水道事業について
Ⅲ 下水道事業運営審議会

❖ 事業計画

❖ 実施計画

・全体計画に基づき、５～７年の事業の具体的な施設整備計画を示すもので
ある。

・事業計画に定められた管きょ、ポンプ場及び処理場等の施設設計を行い、
工事を行うための準備を行うものである。

❖ ストックマネジメント計画
・長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先
順位付けを行ったうえで、施設の点検・調査、修繕・改善を実施し、施設
管理を最適化する計画である。
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3.2 基本構想（ビジョン）の位置づけ
Ⅲ 下水道事業運営審議会

基本構想（ビジョン）

①元気を育むまちづくり

②賑わいのあるまちづくり

③調和のとれたまちづくり

④みんなで取り組むまちづくり

第２次宗像市総合計画
基本構想

後期基本計画
(令和2年度～令和7年度)

①地域の稼ぐ力の強化

②多様なつながりを契機とした、
宗像へのひとのながれづくり

③出産・子育て・教育環境づくり

④まちづくりと安心な暮らしの提
供

第２期宗像市
まち・ひと・しごと創生

総合戦略
(令和2年度～令和6年度)

①消化ガス発電事業

②バイオマス堆肥化事業

③バイオガス発電事業

④BDF製造事業

宗像市
バイオマス産業都市構想

(平成27年7月)

①循環型社会の構築に貢献

②強靭な社会の構築に貢献

③新たな価値の創造に貢献

新下水道ビジョン
(平成26年7月、国土交通省)

①生活排水の適正処理

②し尿及び浄化槽汚泥処理の
あり方

宗像市一般廃棄物
（生活排水）処理基本計画

(平成27年度～令和6年度)

①改築更新工事

②耐震化工事

ストックマネジメント
基本計画

(平成29年3月)

全体計画 事業計画

宗像市 下水道関連事業
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令和４年６月２８日 第１回下水道事業運営審議会

令和４年７月２０日 第２回下水道事業運営審議会

令和４年９月 第３回下水道事業運営審議会

令和４年11月～12月 パブリックコメント実施

令和５年１月中旬 第４回下水道事業運営審議会

令和５年３月 ホームページ掲載
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3.3 下水道事業運営審議会について
Ⅲ 下水道事業運営審議会

❖ 下水道事業運営審議会スケジュール

・諮問、趣旨説明、事業説明、課題提案

・課題整理、基本構想骨子案の提示・説明

・基本構想案、経営戦略案の提示・説明

・基本構想、経営戦略の報告・説明・答申


